
  パソコンやスマートフォンなどの端末から、人と防災未来センター情報検索システムで閲覧したい資料を検索

し、「資料閲覧申請書」をご提出いただくと、資料室内で実物資料を閲覧することができます。コピーや撮影に

よる複写も可能ですが、別途「複写許可申請書」の提出が必要です。

　なお、一次資料の閲覧は、事前申請（予約）が必要です。一次資料の閲覧を希望される方は、必ず事前に、資料

室までご連絡ください。

・上記の申請書類は当センターのホームページ上でダウンロードができます。

・事前申請(予約)は、閲覧希望日の３日前までに、資料室までご連絡ください。

・申請については、電話やFAX、当センターのホームページ上のお問い合わせフォームから

  ご連絡ください。(電話番号やFAX番号は資料室ニュース最終ページをご覧ください。)

　営利を目的としない防災学習などへの使用に限り、著作権の許諾を得ているDVD・ビデオの貸出を行ってい

ます。貸出期間は、映像資料を受け取った日から1週間で、貸出本数は2本までです。なお、貸出については「映

像資料貸出許可申請書」を提出していただく必要があります。

・貸出は無料です。なお、郵送の場合は貸出・返却ともに送料をご負担いただきます。

・貸出許可申請書は、資料室に直接お持ちいただくか、FAXまたは、郵便でお送りください。

・貸出DVDリスト、貸出許可申請書はホームページ上に掲載しておりますので、

　ダウンロードしてご利用ください。

ご不明な点がございましたら、資料室までご相談ください。

一次資料（震災の実物資料）の閲覧

二次資料（震災関連のDVD・ビデオ）の貸出

コロナ禍により外出を控えている方や来館が
困難な方に向けて、西館の展示物を見学いた
だける3Dビュー＆VR映像を無料公開してお
ります。ぜひご利用ください。

人と防災未来センター 資料室企画展

　26年前の阪神・淡路大震災の時、避難所などでインフルエ
ンザが流行しました。当時の感染状況や、実施された対策に
ついて、震災資料・関連図書とともに振り返ります。

開催期間：2020年12月15日（火）～2021年5月30日（日）
場　　所：人と防災未来センター西館５階 資料室（無料エリア）

開催中

資料の閲覧及び貸出について

https://www.dri.ne.jp

閲覧したいDVD・
ビデオを検索

「映像資料貸出許可
申請書」を提出

貸出

一次資料 ・・・ 阪神・淡路大震災の被災状況を物語るものや、被災地の復旧・復興過程において

使用・作成されたもの 【例】モノ資料や紙、写真、映像・音声資料

二次資料 ・・・ 阪神・淡路大震災およびその他の災害・防災関連の刊行物 【例】図書・DVDなど

資料室ニュース資料室ニュース

阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター
The Great Hanshin-Awaji Earthquake Memorial
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撮影する際は、

複写許可申請書を
提出する

資料を検索



新 着資料紹介

「焼けた柿の木の根」

　中村さんは震災後まちづくりに尽力され、新長田
で語り部としても活動されてきました。
　近所の喫茶店に植えてあった柿の木が、震災時に
焼けてしまい、木の根だけが残り、その後、違う場所
へ移植したところ、新芽を出したそうです。まさに震
災時の長田を知る「生き証人」と言えるのではない
でしょうか。
　その他にも、自宅が全焼した際に見つけ出した焼
けたグラスやコイン、まちづくりに関する資料等を
多数ご寄贈いただきました。

中村専一氏寄贈資料
資料番号  537‐001001

いきいき家族子育てカルタ絵本

　子育てグループの播磨町地域の子育てに寄り添
う会の守田さんから資料の寄贈を受けました。
　震災前に、カルタ絵本の原画作成や、印刷のため
の写真撮影も終了していましたが、震災で発行を依
頼していた印刷会社が押しつぶされてしまいまし
た。しかし、撮影していた原画フィルムは奇跡的に
残っていて、その年の７月にカルタ絵本が完成し、図
書館や地域のお母さんたちにも配られました。
　この『いきいき家族子育てカルタ絵本』は、カード
式なので、絵本やカルタなど、様々な利用ができる
よう工夫されたものです。カルタ絵本は、現役の子
育てグループと卒業生合わせて130組が文と絵を
考え、播磨町教育委員会が発行しています。

守田連雲子氏寄贈資料
資料番号  ５３８－００１００１

震災資料
を保存する

　今年の1月17日で、震災から26年が経過しました。人と防災未
来センターが所蔵する震災資料の多くも、同じだけ年数を重ねて
います。経年や虫害による劣化を防ぎ、震災資料をできる限り良
い状態で後世に伝えていくため、資料室では収蔵庫の温湿度調整
といった保存環境の管理だけでなく「収蔵スペースの燻蒸」「新聞
資料の脱酸処理」など様々な取り組みを行っています。

　西館３階展示室の金網の奥は、資料を収蔵しておくスペースに
なっています。展示を見学する際に、資料がどのように保存されて
いるのかを見てもらえるという長所がありますが、害虫が侵入しや
すい場所でもあるため、一年に一回殺虫燻蒸処理を行っています。
　殺虫燻蒸処理を行うことで、一度に害虫を全滅に近い状態にで
きるので、その後しばらくの間害虫が発生する確率を低くすること
ができます。殺虫処理に使用するピレストロイド系殺虫剤は、昆虫
類には高い殺虫・忌避効果がありますが、光や温度で分解されるた
め、人体や文化財の材質への影響は非常に低いとされています。

３階収蔵スペースの燻蒸

資料保存
と

地球環境

　博物館や美術館が資料を害虫から守る際、人に対する安全、資料
への影響のほか、地球環境の保全にも注意しなければなりません。
従来の資料保存では、害虫が発生した場合に臭化メチルを含む薬
品を使って殺虫処理が行われてきました。しかし、臭化メチルはオ
ゾン層を破壊するため現在では使用が禁止されています。現在の
博物館の資料保存管理では、資料への被害が起きてから対応する
のではなく、予防することが重要視されています。このような考え
方を、総合的有害生物管理（Integrated Pest Management）と言い
ます。

　新聞や雑誌などの長期間の保存を目的としない印刷物には、酸
性紙が使用されていることがあります。酸性紙は酸性物質の影響
によって、徐々に脆くなり、やがて崩壊してしまいます。人と防災未
来センター資料室では、阪神・淡路大震災当時の新聞の原紙を保
存しています。これらの資料を長期的に保存していくために、脱酸
性化処理を毎年行っています。脱酸性化処理とは、紙の中に発生し
た酸を中和して、長期にわたって紙の内部をアルカリ性に維持する
作業のことです。
　新聞紙の劣化が進んでしまう前に、資料の保存処理を行うこと
が大切なのです。

▲収蔵スペースに殺虫剤を散布している様子。散
布後、展示室は４時間密封状態を維持し、隙間に
隠れた害虫を駆除します。

総合的有害生物管理（IPM）

新聞資料の脱酸性化処理

▲酸化マグネシウムの微粒子を分散させた特殊
な溶液に資料を浸して、脱酸性化処理を行ってい
る様子


